
年末です。本当に寒くなりました。底冷えしてます。
今年は皆様にとりまして、どんな一年だったでしょう。
年々、月日がたつのが早く感じます。

政権が交代しました。
近いうちに、と言われていて年内はないだろうと思っていた
ところ、突然の解散。
結果民主党惨敗、自民党が政権の座に返り咲きました。安部
内閣が発足します。
最優先課題は日本経済の再生・外交でしょうが、医療政策
はどのようなものなのか。注目してみたいと思います。い
ずれにせよ、いい方向に日本が向くことを期待しておりま
す。

いつも注目している今年の一年を表す漢字は「金」でした。
金環日食のほか、ロンドン五輪での日本人選手の活躍や、
東京スカイツリーの開業、山中伸弥教授のノーベル賞受賞
などで、「多くの金字塔が打ち立てられた」ことが理由に挙
げられたそうです。「金」は2000年シドニーオリンピック
の年に続き2回目の選出とのこと。なるほど、そうきたか、
という印象でした。

インフルエンザは現在のところ（H24.12月末）、この地域で
は流行はまだみられていません。 
寒くなってきましたので、発症が危惧されるところです。 
感染対策をお願いします。まず手洗い、マスク、うがい。
手についたウィルスが感染するのは意外に多いです。 
マスクをせずに咳やくしゃみをすると、ウィルスが２～３
m飛ぶといわれています。インフルエンザウイルスは飛沫
の中に大量にいて、吸い込むと感染します。感染拡大を防
ぐにはマナーの向上が必要です。

そこで必要なのが以前もご紹介しましたが、咳エチケット。
以下の３か条が呼びかけられています。

①咳・くしゃみの際はティッシュなどで鼻を押さえ、周り
のひとから顔をそむけましょう。

②使用後のティッシュは、すぐにふた付きのごみ箱に捨て
ましょう。

③症状のある人は、マスクを正しく着用し、感染防止に努
めましょう。 

インフルエンザより12月中旬現在は先月院内報健康情報で
お伝えしたノロウィルス（確定はできませんが）による嘔
吐下痢が蔓延しています。
当院にもノロウィルスの診断キットがありますが、保険適
応が3歳未満と65歳以上ですので、なかなか使えません。
嘔吐したものの処理により手から家族内感染がよくおこり
ます。こちらも手洗いにより予防しましょう。

インフルエンザ予防接種しています
１回2800円、２回目は2000円です。忠岡町在住の65歳以
上の方は1000円です。来年1月末まで適用されます。
昨年からWHO推奨を受けて、3歳以上13歳未満は成人量と
同じ0.5ｍｌの2回打ちに変更になっています。 
13歳以上は0.5ml接種、1回または2回となっています。
まだの方は是非受けて下さい。

子宮頸がんワクチン、肺炎球菌ワクチン、Hibワクチンも引
き続き受け付けています。
また新たに4種混合ワクチン（3種混合+ポリオ）が始まり
ましたが、品不足だそうです。

近隣のサービス付き高齢者住宅の管理医師になりました。
当院が在宅医療を提供します。
和泉しんのう庵、忠岡ユアサイドの2か所です。
待合室にパンフレット置いています。入居御希望の方がい
らっしゃいましたら、当院スタッフまで。

今年度年末・年始休暇のお知らせ
12月29日（土）-1月3日（木）まで休診させて頂きます。
予約診察がこの期間にあたる方は診療予約、薬の処方日数
など変更させていただきます。こちらも気をつけますが、定
期薬服用中の方は休み中に薬が無くなるということのないよ
うお願いします。
御迷惑をおかけして申し訳ありませんが、よろしくお願いし
ます。
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当院からのお知らせ

アネトス通信
本年も残す所あとわずかとなりました
ね。今年は、去年と比べると、まだイン
フルエンザの流行があまり取り上げられ
ていませんが、皆様の体調はいかがです
か？　油断はしないで下さいね (;>_<;)
日頃からの、手洗い・うがいを心がけま
しょう。

　アネトスでは、1年を通して色々な利

用者様に利用していただき、お散歩や、
色々なレクリエーションを実施する事が
できました。
　些細な会話等が、利用者様・利用者様
のご家族との今後の関係づくりにつなが
り、そこから、安心・快楽へとつながっ
ていくのだと、改めて思いました。
　今後も、まず利用者様・利用者様のご
家族を第一に、そして地域住民の方から

も愛される施設づくりをしていこうと考
えています。
 PS.　アネトス通信を担当させていただ
くようになり、ようやく1年がたちまし
た。まだまだ、内容にかけることあった
と思いますが、ご愛読ありがとうござい
ました。
　来年も、どうぞ宜しくお願い致します。
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人気お笑い芸人・雨上がり決死隊の宮迫さんが胃癌

で手術をされました。

あんな若い元気な人でも胃癌になるの、というのが

大半の皆さんの反応。

今回は胃癌についてサラッと簡単にお話します。

胃癌の現状

　

　日本人にとって胃癌はとても身近な癌で、年間に

およそ5万人が亡くなっています。

先代の院長（私の父）も胃癌で亡くなりました。

がんによる死亡原因としてかつて日本では男女とも

胃癌が第1位でした。

現在では男性では肺癌に次いで第2位、女性では大

腸癌、肺癌に次いで第3位となっています。（平成

22年厚生労働省 人口動態統計より）。

胃癌は、生活習慣の変化と医療（検診を含む）の進

歩等により、世界的に罹患率、死亡率ともに年々低

下傾向にある疾患です。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

胃癌の原因

　癌は遺伝子の病気です。

正常細胞の遺伝子の変異が重なり、癌細胞となりま

す。

その遺伝子変異をおこさせる原因ですが、胃癌では

環境、遺伝などさまざまな因子があり、一言ではい

えません。

有力なのは最近の研究から、ヘリコバクターピロリ

菌感染が胃癌発症の大きな原因となることがわかっ

てきました。

ピロリ菌が若いときに胃に感染し、長年かけて、胃

に慢性胃炎（萎縮性胃炎）を引き起こし、慢性胃炎

から、胃癌が発生するという経路です。

慢性の炎症による刺激が遺伝子変異・ひいては癌化

に発展することはよく知られています。

ピロリ菌は大半が幼少時に感染するとされ、残念な

がら感染予防の方法はありません。（近年、除菌治

療はさかんに行われています。）

　食物で胃癌発生および予防と明らかに因果関係を

証明されているものはいまのところあまりありませ

んが、食塩の過剰摂取は胃癌発生の危険を高めるこ

と、野菜・果物の摂取は胃癌発生の有力な予防因子

であることはほぼ間違いないようです。

そのほか、過剰なストレスおよび疲労などは免疫力

を低下させ癌発生の要因のひとつとなります。

　日本では食塩摂取の低下、衛生状態の改善に伴う

ヘリコバクターピロリ菌感染者の減少などによって

胃癌罹患者が減少しているものと考えられます。

胃癌の症状・診断

　胃早期癌ではほとんど症状はありません。

進行癌になると、腹痛、食欲不振、黒色便などの症

状がでてきます。

もちろん予防ができれば一番いいのですが、今のと

ころ完全に予防できる方法はありませんので、癌が

できても早期発見・早期治療をを行うことが重要な

ポイントになります。

胃癌の診断は内視鏡で、胃の組織をとり、顕微鏡で

検査して、癌細胞を発見することにより確定します。

これに加えて胸腹部のCTなどで癌の進展度、浸潤・

転移の有無を調べます。

早期発見できれば、劇的に進歩のある内視鏡的な治

療が選択できます。

これは本当に手術に比べ、楽です。また早期癌は完

全治癒が期待できます。

ある年齢（癌年齢、50歳以上）に達したら症状が

なくとも定期的に検査することが、進行胃癌になら

ない唯一の方法となります。

　胃の検査は、主に検診などで行われる胃バリウム

検査と胃カメラ検査の2種類があります。

早期胃癌の発見となると、最近の器械の進歩もあり

胃カメラのほうが診断能が高くなります。

高齢であり、ある程度進行した慢性胃炎（萎縮性胃

炎）のある方は毎年定期的に胃カメラを受けられる

ことをお勧めします。

検査で

　胃カメラ検査は個人差はあるのですが、楽なもの

ではありません。

当院では、以前より直径が6mmほどの極細の経鼻

内視鏡を導入しています。

経口の内視鏡に比べ苦痛が少ないことが多いようで

す。

従来の口からの胃カメラの苦しさの原因は主につぎ

のような原因が考えられます。
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①舌根部にカメラが接触することにより嘔吐反射が

誘発される　

②検査中、咽頭部の狭窄感により呼吸がしにくくな

る　

③胃に空気が入りゲップが誘発される　

経鼻内視鏡は胃内に空気を入れる面は経口内視鏡と

同じなのですが、舌根部にはほとんど接触しないこ

と、細いため喉の狭窄感が軽くて済むことで検査を

楽に感じさせるようです。

検査中声を出すこともできます。

経鼻内視鏡は、画像が経口内視鏡に比べわずかに落

ちること、内視鏡治療ができない、など短所はある

のですが、多くの方に検診目的に定期的に（比較的

楽に）胃カメラ検査を受けていただくという意味で

は、大変有用な手段と考えております。

日々診療を行っていますと、まだまだ進行胃癌の状

態で発見される患者さんがいらっしゃいます。

癌年齢に達したら、症状のないうちの定期的な胃カ

メラ検査をおすすめいたします。

当院では、内視鏡的な治療はしませんが、泉州地域

には癌の内視鏡治療を得意とされている先生がたく

さんおられます。

胃癌検診・経鼻内視鏡をご希望の際は、当院受付で

ご相談ください。

胃癌の治療

　早期胃癌では内視鏡治療ないしは外科手術、進行

癌では外科手術、転移のある進行癌では抗がん剤治

療などが選択されることになります。

治療法を決める際には、日本胃癌学会によって定め

られているガイドラインが参考にされています。

ステージ別に標準的な治療法が定められています。

早期の段階であれば内視鏡治療を行うことができま

す。

この場合には、手術よりも体にかかる負担が少なく、

入院期間も短いというメリットがあります。

ただし、胃癌が胃壁の深くまで浸潤していたり、リ

ンパ節に転移している場合には使えません。

手術の場合には、内視鏡では治療できない状態に

なったがんも切除することができます。

ただし、胃癌の転移の状態によっては病巣が胃だけ

に限局しているわけではなくなってしまいます。

したがって、症状が進行して遠隔転移や遠い位置へ

のリンパ節転移がある場合には、手術ができないこ

ともあります。

抗がん剤による化学療法は全身に治療効果を及ぼす

ことができます。

そのため、転移が進んでいる場合や、転移が疑われ

る場合に有力な選択肢となっています。

また、新しい薬も登場しており、かつてよりも良好

な結果を期待できるようになっています。

このほかに、放射線を病巣に照射する放射線療法も

行います。

原発巣だけではなく、骨転移による治療にも用いら

れています。

まとめ

　胃癌にならないようバランスのよい薄味の食事を

心がけ、疲れを溜めず、適度な運動を行い免疫力を

高める生活習慣を作る。

ヘリコバクターピロリ菌の除菌治療を受ける。癌年

齢に達したら定期的に胃カメラを受け病気の早期発

見に努め、万が一胃癌ができても早期に治療を受け

る。こういったことが、現状では胃癌で命を落とさ

ない方法と思われます。
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編集後記 

かかりつけ患者さん募集中 

最近の医療は病気の診療だけではなく、病気の予防、早

期発見、初期治療に重点が置かれています。

そのためには、「かかりつけ医」として日常的に気軽に診

療や健康診断を受けることができる医院を目指すことが

大切だと考えます。

当院では「かかりつけ患者」として下記に同意していた

だける方を募集しています。興味がございましたらスタッ

フまでお尋ねください。

　

　　何をしてくれるの？

●慢性疾患に対しては診療ガイドラインに沿った一般的

　な指導・治療を行います。

　うまく管理できないときは専門医紹介し、治療方針を

　たてています。

●頻回に診させていただくことにより、重大な疾病の早

　期発見に努めます。

●何でも気軽に相談できる雰囲気づくりに努めます。

●守秘義務は守りますが、かかりつけ患者さんの情報を

　できるだけ把握する様努めます。

●診療内容はわかりやすく説明しますが、その他に診療

　ノート ( 私のカルテ ) を発行します。

●急変時・救急受診が必要な際には当院に連絡下さい。

　搬送先への連絡・紹介状の用意を速やかに行います。

　24 時間対応です。

●他院受診が必要な場合は患者さんに最も適した病院を

　紹介します。

　紹介先確保のための情報収集はいつもしております。

　　 かかりつけ患者になるには？

慢性疾患をお持ちで、月に一度は当院に定期的に受診さ

れる方のうち、下記の項目に同意していただける方です。

●現在他の内科診療所に定期受診されていないこと

　( 病院の専門科・専門科の診療所受診は除く )

●他院受診のデータを当院で管理させて下さること

●既往歴、家族歴などあらゆる情報を当院に教えていた

　だけること ( 他に　職業歴・予防接種歴・生活パターン・

　家族構成・趣味・嗜好・服用薬・ 服用健康食品・受診病院・

　整骨院などの施設受診など )

●主治医意見書を当院で作成すること

●他の病院、診療所を受診される場合、当院の紹介状を

　持参してくださること

●身体で何か異常が起こればまず当院に相談してくださ

　ること。

以上を納得され、書面にサインしていただける方を当院

のかかりつけ患者として登録させていただきます。

現在のところ、何かあれば当院に受診される方、住民検

診などを当院で受ける方はかかりつけ患者の範疇にはい

れていません。風邪をひいたら、今回はあそこの診療所、

次回は○○病院という方もご遠慮いただいています。

かかりつけ患者になって総合的に管理してほしいと思わ

れた方がいらっしゃいましたら

お気軽にスタッフまでお声をおかけ下さい。

神戸マラソン以降、右膝の違和感・疼痛がでて、走り
込みが滞っています。

筋トレを中心に調整していますが。

年末年始休暇を利用して、ぼちぼちLSD（ゆっくり

長く走る練習）から再開したいと思っています。

皆様、よいお年を…☆（＾-＾）


